
２　見つかった遺構と遺物

　多くの遺構は扇状地堆積層である地
じやまそう

山層 ( Ⅴ
層 ) より上の地

じやまぜんいそ う

山漸移層 ( Ⅳ層 ) の上面で検出
していますが、遺物包含層 ( Ⅱ・Ⅲ層 ) を掘り
下げる過程で確認された遺構も存在します。
　１区では、調査区全体で 20 棟以上の竪

たてあな

穴建
物や多数の土

どこ う

坑、柱
ちゅうけつ

穴、ピット、溝
みぞ

を検出した
ほか、炭・焼

しょうど

土を多く含む歪
いびつ

なかたちの落ち込
みが至るところで見つかりました。
　炭・焼土を含む落ち込みからは接合関係をも
つ大きな破片の土師器が比較的まとまって出土
する傾向があり、１つの落ち込みのなかに焼土
の面的な広がりが複数箇所で確認されました
( 写真３)。落ち込みの中で複数回火を焚

た

いた痕
跡と考えられますが、窯

かま

で製作される須
す え き

恵器が
土師器と一緒に出土していることから、土師器
を焼き上げるための遺構ではないようです。落
ち込みの形状は不規則にゆがんだものが多いで
すが、なかには埋まりかけた竪穴建物の上部で
確認されたものや落ち込みの一部を人為的に掘
り込んだ状況を示すものもあり、竪穴建物廃絶
後の窪

くぼ

みなどを含む当時の生活面に存在した落
ち込みを利用し、必要な場合に一部を掘り込み

拡張して焚
たき び

火行為と土器の廃
はい き

棄（または意図的
な埋

まい ち

置）を繰り返した状況が想定されます。何
らかの祈

きが ん

願を行なう祭
さい し

祀の場であった可能性な
どが考えられますが、今後の整理作業で出土土
器の種類や破片の状態なども確認したうえで遺
構の性格を検討する予定です。
　１区の遺構精査は大部分が途中段階で、今年
度掘り下げを行なったものは北端の竪穴建物・
土坑・ピット ( 写真４) など一部に限られます。
北端の竪穴建物は上部が大きく削られ最下層を
わずかに残す程度でしたが、その 40 ｍほど南
で検出した竪穴建物は上部まで良好に残存し床
面近くの覆

ふく ど

土から大量の鉄
てっさい

滓や鞴
ふいご

の羽
はぐ ち

口片 ( 写
真８) が出土しました。鍛

か じ

冶工房の可能性が高
く、遺物包含層出土の鉄

てつぞく

鏃 ( 写真７) なども東
原遺跡で製作したものかもしれません。また中
央部東壁沿いで検出した竪穴建物からは完

かんけい

形に
近い９世紀後半の須恵器坏

つき

( 写真９) が出土し、
集落が営まれた時期の一端を示しています。
　２区では、調査区南側で竪穴建物の一部と
ピット３基が確認されました。遺構の少なさに
加え、遺物包含層も１区と比べて出土量が少な
く北側へいくと認められなくなる状況で、遺跡
の北限であることを反映しているようです。

1　調査の概要

　東原遺跡は、昨年６月に東根市教育委員会
からの発見通知によって新規登録され、同月
に行われた山形県観光文化スポーツ部による
試
しく つ

掘調査結果を踏まえて遺跡の範囲が拡大修
正された古代の集落跡です。東根市南西端の
山形空港より１kmほど南西に位置し、乱

みだれがわ

川
右
う が ん

岸の扇
せんじょうちめん

状地面にあります ( 図１)。今年度
の調査範囲を中心とする一帯はさくらんぼ等
の果樹園や畑に利用されていました。
　今回の調査は、乱川の南 ( 天童市成

なり う

生 ) ま
で完成している山形天童線を東根市羽

はにゅう

入へ延
伸する道路改築事業に伴うもので、道路交差
点より南側の広い調査区を１区、北側の狭い
調査区を２区と設定しています ( 図１・３)。
　試掘調査の結果、暗色の表土と明

めいかっしょく

褐色の砂
質シルト層 ( Ⅰ層 ) の下に奈良・平安時代の

土器片を多く含む暗
あんかっしょく

褐色土層 ( Ⅱ層 ) と黒褐
色土層 ( Ⅲ層 ) が確認されたことから、調査
ではこの遺

いぶつほうがんそう

物包含層の上面まで重機掘
くっさく

削を行
なった後、遺物の出土を確認しながら人力で
掘り下げていきました ( 写真２・６)。遺物
の出土量は当初の想定を大きく上回り、大部
分の遺

いこ う

構精査を残している現時点で内寸 39
× 55 × 14cmのコンテナ 100 箱分を超える
膨大な量の土器片が出土しています。
　遺跡のうち１区はかつて乱

みだれがわ

川が流れていた
川筋を示す扇状地面上の浅い帯

おびじょう

状の凹
くぼ ち

地にあ
たります ( 写真１・図２)。Ⅲ層は草の生え
た帯状凹地の古代の生活地面で形成された黒
土層であり遺物を多く含みます。Ⅱ層は周辺
や凹地上流から雨水が流れ込んで形成された
堆
たいせきそう

積層で、Ⅰ層の均質な明褐色砂質シルト層
は乱川の氾

はんらん

濫洪水でいっきに流れてきた泥
でい ど

土
または果樹園の造

ぞうせい

成盛
もり ど

土とも考えられます。
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原 遺跡発掘調査説明資料

調査要項 
遺跡名	 東原遺跡 ( 遺跡番号 211-089)
所在地	 山形県東根市大字羽入字東原地内
時代・種別	 平安時代（集落跡）
起因事業	 道路改築事業  主要地方道山形天童線  成生工区
調査依頼者	 山形県村山総合支庁建設部北村山道路計画課
調査機関	 公益財団法人山形県埋蔵文化財センター
調査指導	 山形県観光文化スポーツ部県民文化芸術振興課
調査協力	 東根市教育委員会・東根市土地改良区
現地調査	 令和 7 年 5 月 12 日から 10 月 31 日まで
調査面積	 2,810㎡
調査担当者	 専門調査研究員	 草野潤平（現場責任者）
	 調査研究員		 結城駿
	 調査研究員		 三浦一樹
　　　　　　　調査員　　　　　小幡桃花
検出遺構	 竪穴建物　土坑　柱穴　ピット　溝　炭・焼土を含む落ち込み
出土遺物	 土師器　須恵器　土製品（鞴羽口・土

ど す い
錘・紡

ぼうすいしゃ
錘車）　石器　鉄鏃　鉄滓

図 1　遺跡位置図（1/25,000）

写真 1　調査区全景 ( 北から ) 図 2　野川と乱川の間の扇状地面上の河
か ど う あ と

道跡凹地の分布 ( 阿子島功山形大名誉教授提供 )

乱川

1 区

東原遺跡の場所は、扇状地面上の浅い帯状の凹地で、乱川の河道跡（かつて流れていた川筋の名残）と考えられる
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写真 5　２区南端の竪穴建物完掘状況（北西から）写真 4　１区北西端の竪穴建物・土坑・ピット検出状況（東から）写真 2　東原遺跡の土層堆積状況（１区南側東壁：南西から）

図 3　調査区のオルソ画像（縮尺：1/600）

写真 3　１区中央部西側の炭・焼土を含む落ち込み（北東から）

写真 6　遺物包含層における古代土器片の出土状況 写真 7　１区北側の遺物包含層（Ⅱ層）から出土した鉄鏃 写真 8　１区北側の竪穴建物から出土した鍛冶関係遺物 写真 9　１区中央部東壁沿いの竪穴建物から出土した須恵器坏
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